人間の 外に 人間 を 研究すべき 者な し、 ライフ ある 者 

の 外に ライフ を 研究すべき 者な し。 近頃 ライフの 一 字、 

文学 社会に 多く 用 ひらる、 に 至れる を 見て、 ひそかに 

あに とっさ 

之 を 祝 せんとす るの 外、 豈敢 て此大 問題 を 咄嗟の 文章 

にて 解釈す る こと を せんや。 然るに 吾人が 爰 にて 物 好 

きに も 少しく ライフの 意義に 就きて 言 はんと 欲する に 

至りた る は、 決して 偶然の 事に あらざる なり。 

ライフの 一字に 真正の 解釈 を 加 へんと せば、 汎く哲 

学、 宗教、 及び 諸 科学に 渉りて 之 を 窮めざる ベから ず、 

何と なれば、 もろ/^ の 学芸 は 実に ライフ を 解釈す る 

が 為に 成立す と 云 ふと も 不可な き 程 なれば なり。 然れ 



もと いづく 

ども、 吾人 素より 哲学者に あらず、 曷 んぞ斯 かる 面倒 

なる 事 を 議論す るの 志 あらん や。 然るに 近頃 吾人 を 評 

難す る 者 あり、 吾人 「文学界」 の 一 団を 以て、 ライフ 

に関する、 すべての 事 を 軽ん ずる 者の 様に 言 ひ 做して、 

しきり 

頻に 攻撃 を 試む ると 覚えたり。 余 は 一 個人と して は、 

「文学界」 の 社 末に 連れる 若年 書生の み、 「文学界」 全 

鉢と して 受けた る 攻撃に 対して は、 従来 編輯の 要務に 

ま-つし ひら さ 

当れ る 天 知 翁の 申 開 ありと 聞けば、 余 は 決して 「文 

学界」 全 鉢と しての 攻撃に 当る 事 をせ じ、 唯 だ 余 一個 

に対しての 攻撃 即ち 人生 問題に 関して は、 飽 まで 其責 

を 負 ふ 積な リ。 然れ ども、 讒謗 罵詈 を 極めた る ものに 



対して は、 例 令 如何なる 名 説な りと も、 又 如何なる 毒 

説な りと も、 之に 対して 何等の 答弁 を も 為ざる べし、 

余 は 批評 を 好む ものな り、 争 ふこと を 好む ものな り、 

争 ふ は 争 ふ 為にせ ざるな り、 文章の 争に 於て 敵 を 作る 

とも、 人と 人との 間に 於て 敵 を 作る を 好まざる なり、 

故に 余 は 讒謗 罵詈の 始ま リ たる 喧嘩に は 御 暇 を 頂戴す 

べし、 政党な どの 争に は 随分 反目 疾視して ステッキ 騒 

ぎまで 遣る も 好し、 思想界に 於て 此の 真似 をせば、 世 

人 誰れ か 之 を 健全なる 喧嘩と 言 はむ。 

そ も 人生と い へ る 言葉に は 種々 の 意味 あるべし と 

t 雖 、 極めて 普通なる 意味 は、 人間の 生涯と いふ 事な 



は 其 当時に 於て、 その 著者に その 字の 意義 を 訊ねし に、 

著者 は 之 を ファクト (事実) の 事な リと 答へ たり (「頼 

襄論」 の 著者 は 余が 敬愛す る 先輩な り、 議論 こそ 異な 

れ、 余 は 過去に 於ても 今日に 於ても、 著者 を 敬愛す る 

の 情に 於て は、 一 点の 相違な きなり、 但し 口頭の 争 ひ 

が 筆端の 争と なりたる ばかりな リ)、 爰に 於て 余 は、 著 

者の 用 ひたる 「人生」 は、 人間 現存の 有様と いふ 意義 

にして、 決して 人性と か 生命と かの 義に用 ひたる にあ 

ら ざる こと を 知りたり。 別に 又た、 「頼襄 論」 の 著者が 

文学 嫌なる こと は 兼ねて 之 を 承知せ り、 而 して 其 文学 

もて あそ 

嫌なる 原因 は、 世の中が 華 文 妙 辞 を 弄 ぶ を 事と して、 



も 種々 になる ベければ、 傍より 口を出す 人々 は 能々 御 

熟考の 上に て 御名 論 を 出さ れ可 くと 存ず。 更に 之 を 言 

へば、 余 (「文学界」 とい ふ 団鉢を 離れて) と 愛山 君と 

の 議論 の 焼 点 は、 文学 は必ら ずし も 写実的 の 意義 を以 

て 人生 に 相 渉ら ざ る 可から ざる か、 或は 又た 理想と い 

ふ もの を 人生に 適用す る こと を 許す ものな リ やの 如何 

きび 

にあり。 余 は 理想家で も 何でも無し、 唯 だ 余り 酷し く 

ファク 卜 

文学 を 事実に 推しつ けたがる が 愛山 君の 癖 なれば、 一 

時の 出来心に て 一撃 を 試みた るの み、 考 へて 見れば つ 

まらぬ 暄嘩 にあらず や。 



愛山 君 も 人が 悪る い 御 方なら ず や。 僕が 「人生 相 渉 

論」 を 難 じて 君 を 苦しめた る 返報に は、 唯 心的と か 凡 

神 的と か、 大層な もの を 持ち出して、 十字軍と は 余り 

お ま 5. 'さ 

大袈裟に あらず や、 凡 神 的と は 多分、 禅 道を唱 へらる ゝ 

天 知 翁 を 苦る しめる 積に て、 唯 心的と は 僕 を いぢめ 

る 積なら む。 成程、 耶蘇 教 から 云へば 唯 心的 は 悪る か 

らう、 さりながら 耶蘇 教の 中に も 唯 心的に 傾いた もの 

も 有らう し、 唯 物的に 傾いた 者 も あらう、 さて は 又た 

君の 所謂 唯 心的と は 絶対に 悪る いとい ふので あるか、 

若し 左様 なれば、 カントで もへ— ゲルで も、 ス ピノ ザ 

でも 御 相手に 成されて、 主観的 アイデア リズムで も 客 



事に て、 これ をし も 攻撃せば 文学 全 鉢 を 攻撃す るより 

外 は ある まじ、 君の 所謂 非 文学と は 此の 意味な り や、 

僕 は斯く 信ぜざる なり。 十字軍 丈 は 御中 止 を 願 ふ もの 

ゾ J 矣 o 
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